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寛
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一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
完
全
な
主
権
回
復
」
と
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
内
閣
衆
質
一
八
三
第
三
九
号
。
以
下

「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
一
、
三
及
び
七
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
連
合
軍
の
占
領
中
は
、
我
が
国
の
主
権

が
制
限
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
（
昭
和
二
十
七
年
条
約
第
五
号
）
の
発
効
に
よ
り
、
同
条
約
第
一
条

⒝
の
「
連
合
国
は
、
日
本
国
及
び
そ
の
領
水
に
対
す
る
日
本
国
民
の
完
全
な
主
権
を
承
認
す
る
。
」
と
の
規
定
に
基
づ
き
、

か
か
る
制
限
を
受
け
な
い
主
権
を
回
復
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
回
答
弁
書
一
、
三
及
び

七
に
つ
い
て
で
は
、
「
お
尋
ね
の
「
完
全
な
主
権
回
復
」
の
文
言
は
、
地
理
的
な
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
連
合

軍
の
占
領
中
は
、
我
が
国
の
主
権
が
制
限
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
（
昭
和
二
十
七
年
条
約
第
五
号
）

の
発
効
に
よ
り
、
同
条
約
第
一
条
⒝
の
「
連
合
国
は
、
日
本
国
及
び
そ
の
領
水
に
対
す
る
日
本
国
民
の
完
全
な
主
権
を
承
認

す
る
。
」
と
の
規
定
に
基
づ
き
、
か
か
る
制
限
を
受
け
な
い
主
権
を
回
復
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
お
答

え
し
た
も
の
で
あ
る
。

一



三
及
び
四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
沖
縄
の
様
々
な
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
つ
つ
、
「
主
権
回
復
・
国
際
社
会
復
帰
を
記
念
す
る
式
典
」
に

当
た
っ
て
は
、
沖
縄
が
先
の
大
戦
に
お
い
て
悲
惨
な
地
上
戦
を
経
験
し
た
こ
と
、
ま
た
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
の
発
効
以

降
も
一
定
期
間
、
奄
美
群
島
、
小
笠
原
諸
島
及
び
沖
縄
が
、
我
が
国
の
施
政
権
の
外
に
置
か
れ
た
と
い
う
苦
難
の
歴
史
を
忘

れ
て
は
な
ら
ず
、
苦
難
を
耐
え
抜
か
れ
た
先
人
の
心
情
に
思
い
を
致
し
、
沖
縄
の
方
々
が
抱
え
る
基
地
負
担
の
軽
減
に
取
り

ひ
ら

組
む
と
と
も
に
、
奄
美
群
島
、
小
笠
原
諸
島
及
び
沖
縄
を
含
め
た
我
が
国
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
決
意
を
新
た
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二


